
 

 

 

 

 

 

 

 
 

みんなで支え合う学校へ ― 『スイミー』に学ぶ 
 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬  
 

 

本校を流れる弁天川の水面にさくら舞ううららかな季節となった、9 日（木）、新１年生
１８７名の入学式が行われました。式辞では、次のような話をしました。 

みんなが幸せになれる学校を目指します。今年度も、本校の教育活動について、ご理解、
ご協力をよろしくお願いいたします。 
 
 
部活動の活動時間の一部見直しについて（お知らせ） 
 
 国の施策として「部活動の地域展開」が進められており、瀬戸市においても、令和９年
９月より、休日の部活動が地域連携による「地域クラブ」へと移行する予定です。それま
での移行期間は従来どおり学校部活動を継続しますが、教職員の健康を守り、長く安定し

た教育活動を続けていくため、「瀬戸市部活動ガイドライン」に加え、市内中学校での申し
合わせに基づき、活動時間の在り方を一部見直すこととしました。内容は以下の通りです。 

この見直しは、部活動の意義を損なうものではなく、子どもたちにとって無理のない、
持続可能な部活動を続けていくためのものです。保護者の皆様、地域の皆様には、本取組
の趣旨をご理解いただき、引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。 
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ところで皆さんは、レオ＝レオニさんの絵本『スイミー』を覚えていますか。小さな黒い魚「スイ

ミー」が、色も考え方もちがう仲間たちと力を合わせ、スイミーが目となって大きな魚のフリをし、

大きな魚を追い払い、困難を乗り越えていくお話です。 

この物語は、私たちに大切な三つのことを教えてくれています。 

一つ目は、仲間と協力することの大切さです。 

二つ目は、自分自身を大切にすることです。 

三つ目は、一生懸命考えることの大切さです。 

ちがいを比べるのではなく、認め合うことが、安心して学べる学校につながっていきます。 

これからの三年間、うまくいかないことや、悔しい思いをすることもあるでしょう。そんなとき、

そばで支えてくれる家族や友人がいること、そして、自分も誰かの支えになっていることを、忘れな

いでください。 

○土日の活動について 
   ➡ 土日の両日とも活動を行わない週を、原則「月１回以上」設けます。 
 
○平日の活動について 

➡ 原則「週３日程度」とします。 
ただし、大会日程などを考慮し、回数の調整はあります。 


